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１　

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
実
証
に
お
け
る
効
果
と
課
題

　

11
年
の
電
力
供
給
不
足
問
題
を
背
景
に
、
よ
り
効
率
的
な
需
要
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
料
金
な
ど
、
柔
軟
な
電

気
料
金
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る
ピ
ー
ク
削
減
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
需
要
側
資
源
の
活
用
や
供
給
力
（
㎾

価
値
）
と
し
て
、
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
実
証
試
験
等
の
試
行
段
階
で
わ
か
っ
た
こ
と
、
残
さ
れ

た
課
題
、
今
後
の
展
望
を
解
説
す
る
。

　

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
（
以
下
DR
）
に
は
、
系
統
の
需
給
状
況
に

応
じ
て
動
的
に
電
力
価
格
を
変
え
る
電
気
料
金
メ
ニ
ュ
ー
（
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
）
と
、
緊
急
時
に
系
統
運
用
者
あ
る
い
は
DR

サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
自
動
的
に
負
荷
を
削
減
し
、
そ
の
削
減

電
力
量
（
あ
る
い
は
電
力
）
に
応
じ
て
事
後
的
に
決
ま
る
報
酬
を
受

け
取
る
タ
イ
プ
が
あ
る
。
DR
発
祥
の
米
国
で
は
、
最
初
は
、
主
に
産

業
用
・
業
務
用
需
要
家
を
対
象
と
す
る
緊
急
時
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入

が
始
ま
り
、
そ
の
後
、
家
庭
用
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の
普
及
に
合
わ

せ
て
、
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
や
実
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
て
き
た
。
米
国
の

経
験
か
ら
、
す
で
に
、
緊
急
ピ
ー
ク
時
課
金
（
Ｃ
Ｐ
Ｐ
）
や
緊
急
ピ
ー

ク
時
リ
ベ
ー
ト
の
ピ
ー
ク
削
減
効
果
を
大
き
く
か
つ
確
実
に
す
る
に

は
、
ス
マ
ー
ト
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
な
ど
の
自
動
制
御
技
術
を
需
要
調

整
支
援
技
術
と
し
て
料
金
メ
ニ
ュ
ー
と
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
我
が
国
の
家
庭
用
DR
の
早
期
の
実
証
試
験
は
、
こ

の
よ
う
な
自
動
制
御
を
伴
う
支
援
技
術
を
使
わ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
手

動
の
需
要
調
整
に
頼
る
も
の
で
あ
り
、
ピ
ー
ク
抑
制
効
果
は
そ
れ
ほ
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ど
大
き
く
な
く
、
か
つ
、
か
な
り
ば
ら
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
支
援

技
術
と
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
情
報
端
末
な
ど
宅
内
表
示
器
（
Ｉ
Ｈ
Ｄ
）

に
よ
る
電
力
使
用
量
の
可
視
化
（
見
え
る
化
）
と
い
う
旧
来
か
ら
と

同
じ
技
術
で
あ
っ
た
。
現
在
、
よ
う
や
く
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
自
動
制

御
の
支
援
技
術
の
試
験
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

電
力
供
給
不
足
問
題
を
契
機
に
、
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
や
北
九

州
市
な
ど
、
経
産
省
補
助
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社
会
シ
ス
テ
ム

実
証
事
業
に
DR
実
験
が
追
加
さ
れ
た
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

の
本
格
普
及
を
前
に
、
九
州
電
力
な
ど
電
気
事
業
者
も
独
自
に
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
料
金
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
効
果
の
実
証
試
験
を
行
っ
て
い

る
。
個
々
の
料
金
設
計
や
試
験
参
加
者
の
属
性
・
件
数
や
実
験
前
の

料
金
契
約
が
異
な
る
た
め
、
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら

の
実
証
地
区
に
お
け
る
ピ
ー
ク
時
間
帯
電
力
消
費
量
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｐ
の

ピ
ー
ク
・
オ
フ
ピ
ー
ク
料
金
比
率
に
応
じ
て
、
最
大
15
％
ほ
ど
抑
制

さ
れ
た
。
け
い
は
ん
な
（
６
８
１
世
帯
参
加
、
通
常
単
価
を
20
円
／
　

kWh
相
当
と
す
る
仮
想
的
な
Ｃ
Ｐ
Ｐ
）
と
北
九
州
（
オ
ー
ル
電
化
集
合

住
宅
１
８
０
世
帯
）
で
は
通
常
の
均
一
料
金
と
比
し
て
約
20
％
の
効

果
を
示
し
た
と
さ
れ
る
。

　

け
い
は
ん
な
の
場
合
、
試
験
グ
ル
ー
プ
も
価
格
反
応
の
結
果
を
端

末
で
確
認
で
き
る
た
め
、
見
え
る
化
を
伴
う
反
応
で
あ
り
、
比
較
的

大
き
な
価
格
反
応
を
示
し
て
い
る
。
九
州
電
に
よ
る
試
験
（
１
４
０

０
世
帯
）
で
は
、
導
入
費
用
を
抑
え
て
見
え
る
化
情
報
を
提
供
し
て

い
な
い
た
め
、
純
粋
な
価
格
効
果
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
試
験
で
は

試
験
前
の
契
約
と
し
て
従
量
電
灯
と
季
時
別
電
灯
の
双
方
を
対
象
に

し
て
お
り
、
季
時
別
電
灯
契
約
需
要
家
群
の
緊
急
ピ
ー
ク
日
に
お
け

る
ピ
ー
ク
抑
制
効
果
は
16
・
７
％
と
従
量
電
灯
契
約
群
の
13
・
１
％

よ
り
大
き
い
点
が
興
味
深
い
。
需
要
家
が
既
に
季
時
別
料
金
に
合
わ
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せ
て
タ
イ
マ
ー
を
用
い
る
な
ど
電
気
利
用
を
工
夫
し
、
ピ
ー
ク
削
減

行
動
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

北
九
州
の
試
験
で
は
、
米
国
で
の
実
証
試
験
を
参
考
に
10
倍
以
上

の
料
金
比
率
が
必
要
と
の
判
断
か
ら
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
料
金
並
み
の

大
き
な
比
率
（
最
大
25
倍
）
が
適
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
試
験
料
金
を

適
用
し
な
い
比
較
グ
ル
ー
プ
を
含
め
て
見
え
る
化
を
提
供
し
、
試
験

前
に
時
間
帯
別
料
金
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
試
験
結
果
は
、
今
後
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
料
金
を
設
計
す

る
上
で
貴
重
な
知
見
と
は
な
る
が
、
Ｃ
Ｐ
Ｐ
の
緊
急
ピ
ー
ク
発
動
頻

度
と
ピ
ー
ク
・
オ
フ
ピ
ー
ク
料
金
比
の
関
係
、
見
え
る
化
端
末
と
セ
ッ

ト
に
す
る
こ
と
の
得
失
な
ど
の
検
討
課
題
も
あ
る
。

　

２　

国
内
で
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
向
け
た
展
望

　

需
要
家
の
節
電
量
を
供
給
力
と
見
な
す
た
め
に
は
、
電
力
系
統
の

計
画
・
運
用
の
中
に
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
を
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
電
力
会
社
が
行
っ
て
き
た
随
時
調
整
契
約
と
同
様
に
、
ネ
ガ

ワ
ッ
ト
取
引
で
は
、
系
統
運
用
者
の
指
令
に
よ
っ
て
需
要
抑
制
依
頼

が
発
動
さ
れ
る
。
特
に
、
需
給
状
況
に
応
じ
て
需
要
側
の
負
荷
を
自

動
制
御
す
る
自
動
化
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス(

以
下
Ａ
Ｄ
Ｒ)

の
技

術
は
、
需
要
の
能
動
性
を
高
め
る
こ
と
か
ら
重
要
で
あ
る
。
経
済
産

業
省
は
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
・
ビ
ル
標
準
・
事
業
促
進
検
討
会
に
、
DR

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
立
ち
上
げ
、
同
技
術
の
普
及
と
標
準
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

２
│

１　

Ａ
Ｄ
Ｒ
と
は

　

従
来
、
需
要
家
は
、
電
力
会
社
か
ら
需
要
抑
制
の
要
請
を
受
け
る

と
、
手
動
で
照
明
を
落
と
し
た
り
、
空
調
温
度
を
設
定
し
直
し
た
り
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な
ど
の
需
要
調
整
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
手
動
の

対
応
で
は
、
確
実
に
需
要
抑
制
が
実
施
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
こ

う
し
た
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
米
国
ロ
ー
レ
ン
ス
バ
ー
ク
レ
ー

国
立
研
究
所
の
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｄ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
）

で
は
、
02
年
か
ら
Ａ
Ｄ
Ｒ
と
い
う
技
術
を
開
発
し
て
き
た
。
Ａ
Ｄ
Ｒ

技
術
は
、
高
度
な
技
術
に
よ
っ
て
工
学
的
に
困
難
な
問
題
を
解
決
す

る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
普
及
技
術
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
価
で
確
実
に
普
及
で
き
る
需
要
抑
制
方

式
を
確
立
す
る
の
が
目
標
で
あ
っ
た
。

　

下
図
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
シ
ス
テ
ム
構
成
で
あ
る
。
電
力
会
社
や
ア
グ

リ
ゲ
ー
タ
ー
、
需
要
家
の
間
に
DR
自
動
化
サ
ー
バ
ー
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｓ
が
配

置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｓ
が
DR
信
号
を
電
力
会
社
か
ら
受
信

し
、
需
要
家
や
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
に
発
信
す
る
と
い
う
構
成
に
な
っ

て
い
る
。
図
の
例
で
は
、
需
要

家
Ａ
が
大
口
需
要
家
で
、
Ｂ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
が
DR
信
号
を
受
信
し
、
構

内
の
需
要
機
器
に
制
御
信
号
を

送
る
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
需

要
家
Ｂ
の
例
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を

持
た
な
い
よ
う
な
中
小
規
模
ビ

ル
需
要
家
で
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
代

わ
り
に
DR
信
号
を
受
信
し
、
需

要
機
器
の
電
源
の
リ
レ
ー
を
入

り
切
り
す
る
制
御
信
号
を
送
信

す
る
中
継
機
器
を
使
用
し
て
い

る
。
需
要
家
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
に
つ

い
て
は
、
需
要
抑
制
に
必
要
な

需要家A

電力会社
デマンドレスポンス
自動化サーバー

DRAS

BEMS

デマンドレスポンス
アグリゲーター

需要機器

需要機器

需要家B

中継機器

需要機器

需要機器

需要家C

需要家D

需要家E

デマンドレスポンス信号： 機器制御信号：
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通
信
や
制
御
を
需
要
家
に
成
り
代
わ
っ
て
実
施
し
、
実
施
し
た
需
要

抑
制
を
DR
の
成
果
と
し
て
一
括
し
て
取
り
ま
と
め
て
電
力
会
社
に
提

供
す
る
、
DR
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
の
例
を
示
し
て
い
る
。

　

２
│

２　

米
国
DR
通
信
規
格O

p
e
n
A
D
R
2
.
0

　

Ｄ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
実
証
実
験
を
実
施
す
る
た
め
に
、
DR
通

信
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。
09
年
に
はO

p
e
n
A
D
R

通
信
仕
様
書
と
し
て

公
開
し
た
。
そ
の
後
、
国
際
標
準
化
団
体
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｉ
ｕ
　

ｇ
が
Ａ
Ｄ
Ｒ

の
シ
ス
テ
ム
要
件
仕
様
書
で
あ
るO

p
e
n
A
D
R
 
1
.
0

を
発
表
し
、
さ

ら
に
10
年
に
は
米
国
でO

p
e
n
A
D
R

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
が
発
足
し
、
12

年
にO

p
e
n
A
D
R
 
2
.
0
a

、
13
年
にO

p
e
n
A
D
R
 
2
.
0
b

を
発
表
し
た
。

O
p
e
n
A
D
R
 
2
.
0

は
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
が
作
成
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
相
互
運

用
（
EI
）
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
DR
に
関
す
る
も
の
の
み
を
切
り
出
し
た

規
格
だ
が
、
こ
の
EI
は
、
米
国
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
相
互
運
用
パ
ネ

ル
の
優
先
行
動
計
画
の
成
果
の
一
部
を
取
り
込
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
米
国
の
標
準
化
活
動
と
整
合
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

先
に
示
し
た
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
シ
ス
テ
ム
構
成
で
は
、
電
力
会
社
が
DR
信

号
の
発
信
者
で
、
需
要
家
が
受
信
者
と
な
っ
て
い
る
が
、
加
え
て
、

ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
は
受
信
な
ら
び
に
送
信
を
行
う
。
わ
が
国
で
は
、

早
稲
田
大
学
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
新
宿
実
証
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
DR
信
号
・
通

信
に
つ
い
て
同
様
の
試
験
を
行
っ
て
い
る
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、
３
大
私
営
電
力
会
社
がO

p
e
n
A
D
R

採

用
を
発
表
し
て
い
る
。
小
売
市
場
に
お
い
て
は
、
各
地
域
の
小
売
事

業
者
に
よ
っ
て
DR
の
浸
透
状
況
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
採
用
の

可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

２
│

３　

国
際
標
準
化
の
動
向
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DR
通
信
の
国
際
標
準
化
の
動
向
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
国
際
電

気
標
準
会
議
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
活
動
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ｉ
Ｅ
Ｃ
は

90
年
代
か
ら
、
「
電
力
シ
ス
テ
ム
管
理
お
よ
び
関
連
す
る
情
報
交
換
」

専
門
委
員
会
（
Ｔ
Ｃ
57
）
に
て
、
既
存
の
電
力
関
係
の
標
準
の
概
念

を
整
合
的
に
整
理
す
る
共
通
情
報
モ
デ
ル
（
Ｃ
Ｉ
Ｍ
）
を
整
備
し
つ

つ
あ
る
。
こ
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
、
既
存
の
変
電
所
自
動
化
シ
ス
テ
ム
規
格

Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１
８
５
０
や
系
統
配
電
制
御
シ
ス
テ
ム
関
連
規
格
Ｉ
Ｅ
Ｃ

６
１
９
７
０
・
６
１
９
６
８
が
整
合
す
る
よ
う
に
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
最
近
で
は
、
Ｔ
Ｃ
57
の
ワ
ー
キ
ン
グ

ル
ー
プ
の
一
つ
で
あ
る
Ｗ
Ｇ
21
が
中
心
と
な
っ
て
、
需
要
家
と
電
力

シ
ス
テ
ム
を
つ
な
ぐ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
規
格
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
２
７
４
６

を
作
成
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
DR
と
の
関
係
が
深
い
。

一
方
で
、
11
年
９
月
に
中
国
の
提
案
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
Ｉ
Ｅ
Ｃ
／
Ｐ
Ｃ
１
１
８
に
お
い
て
も
、
需
要
家
側
機
器

と
系
統
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
標
準
を
開
発
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
活
動
範
囲
と
内
容
の
整
理
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
２
７
４
６
で
検
討
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
は
、

欧
州
標
準
化
委
員
会
Ｃ
Ｅ
Ｎ
、
欧
州
電
気
標
準
化
委
員
会
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｌ
Ｅ
Ｃ
、
欧
州
電
気
通
信
標
準
化
機
構
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｉ
が
参
加
す
る
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
協
調
グ
ル
ー
プ
が
12
年
に
取
り
ま
と
め
た
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
報
告
書
を
基
に
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
Ｉ

Ｅ
Ｃ
／
Ｐ
Ｃ
１
１
８
で
は
、O

p
e
n
A
D
R

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
のO

p
e
n
A
D
R
 

2
.
0
b

を
公
開
仕
様
書
（
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
と
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
な
ど
、

O
p
e
n
A
D
R

を
国
際
標
準
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
今
後
、

Ｔ
Ｃ
57
Ｗ
Ｇ
21
と
Ｐ
Ｃ
１
１
８
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
とO

p
e
n
A
D
R

を

つ
な
ぐ
ア
ダ
プ
タ
ー
や
、O

p
e
n
A
D
R

の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
化
な
ど
が
検
討
さ
れ

る
見
通
し
で
あ
る
。
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２
│

４　

標
準
化
へ
取
り
組
み
進
む
国
内

　

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
へ
の
取
り
組
み
は
続
け
ら
れ
て
い

る
。
11
年
に
実
施
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
促
進
事
業

（
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
導
入
事
業
）
に
お
け
る
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
公
募

で
は
、
補
助
対
象
シ
ス
テ
ム
・
機
器
に
遠
隔
・
自
動
制
御
の
機
能
を

要
求
し
て
い
る
。
本
公
募
で
は
、
標
準
化
ま
で
を
規
定
し
て
は
い
な

い
が
、
13
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
・
ビ

ル
標
準
・
事
業
促
進
検
討
会
（
座
長:

早
稲
田
大
学
・
林
泰
弘
教
授
）

で
は
、
DR
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
仕
様
書1

.
0

が
発
表
さ
れ
、
標
準
化

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
え
る
。
本
仕
様
は
、O

p
e
n
A
D
R

の
仕

様
に
基
づ
い
て
、
日
本
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
側
と
消

費
者
側
（
需
要
家
、
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
）
と
の
間
の
、
DR
通
信
に
必

要
な
仕
様
を
規
定
す
る
も
の
で
、O

p
e
n
A
D
R
 
2
.
0
a
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

仕
様
と
、
も
し
く
はO

p
e
n
A
D
R
 
2
.
0
b

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
仕
様
の
一
部

の
機
能
を
利
用
し
て
い
る
。
本
仕
様
書
は
、
電
力
会
社
に
Ａ
Ｄ
Ｒ
を

実
施
す
る
こ
と
を
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
わ
が
国
で
Ａ
Ｄ
Ｒ

を
実
施
す
る
場
合
に
は
採
用
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し
た
、
経

産
省
の
推
薦
仕
様
と
考
え
ら
れ
る
。
早
稲
田
大
学
Ｅ
Ｍ
Ｓ
新
宿
実
証

セ
ン
タ
ー
で
は
、
DR
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
仕
様
書1

.
0

に
基
づ
い
て
、

一
部
の
電
力
会
社
と
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
の
間
や
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
国
内
４
地
域
へ
、
13
年
夏
季
か
ら
順
次
、
DR
の
通
信
試
験
を

実
施
し
て
お
り
、
試
験
結
果
を
踏
ま
え
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
DR
の

検
討
が
深
ま
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
最
近
の
動
き
と
し
て
は
、
13
年
11
月
に
採
択
が
決
定
し
た
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
事
業
（
第
３
次
公
募
）

で
は
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
型
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
の
実
証
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
事
業
者
と
電
力
会
社
が
需
要
抑
制
に
関
す
る
契
約
を
締
結
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し
、
電
力
会
社
の
依
頼
に
基
づ
き
、
事
業
者
が
契
約
し
て
い
る
需
要

家
に
需
要
抑
制
を
要
請
・
実
施
す
る
枠
組
み
で
あ
る
。
本
実
証
に
伴

い
、
DR
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
仕
様
書1

.
0

で
想
定
し
て
い
た
DR
と
は

異
な
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
要
求
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

３　

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
以
外
に
、
集
合
住
宅
で
、
個
々
の
世
帯
の
電

力
使
用
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
他
の
世
帯
比
較
な
ど
を
含
む
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
レ
ポ
ー
ト
を
配
信
し
て
、
継
続
的
に
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
り
組
み
を
促
す
実
証
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。
米
国
で

はO
P
o
w
e
r

社
が
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
電
力
会
社
に
提
供
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
わ
が
国
で
は
、
時
々
刻
々
の
消
費
デ
ー
タ
に
加
え
て
、
電

気
自
動
車
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
走
行
デ
ー
タ
・
位
置

情
報
と
も
統
合
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク

ス
を
活
用
す
る
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
新
産
業

の
成
長
分
野
と
し
て
期
待
も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
DR
を
活
用
す
る
の

は
、
効
率
的
な
電
力
需
給
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
ユ
ー

ザ
ー
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
、
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら

長
期
的
な
費
用
便
益
分
析
を
行
い
、
費
用
対
効
果
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
適
当
す
る
需
要
家
種
別
か
ら
漸
次
導
入
し
、
そ
の
実
績
を
分
析

し
、
地
道
に
改
善
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

 
 

 
 

 
 

 

　
　

（
お
わ
り
）

　

浅
野
浩
志　

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
修
了
。
博
士
（
工
学
）
。
東
京

大
学
助
教
授
、
同
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
、
電
力
中
央
研
究
所
社
会
経
済
研

究
所
長
を
歴
任
。
80
年
代
か
ら
電
力
負
荷
平
準
化
、
電
力
規
制
改
革
問
題
を
研
究
。

　

山
口
順
之　

北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修
了
。
博
士
（
工
学
）
。
08
～

09
年
米
国
ロ
ー
レ
ン
ス
バ
ー
ク
レ
ー
国
立
研
究
所
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
研
究
セ

ン
タ
ー
客
員
研
究
員
。
DR
と
電
力
系
統
計
画
・
運
用
制
御
等
の
研
究
に
従
事
。


